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上記の１～６について、区ホームページにおいてより詳しく紹介しています。
右記の二次元コードからアクセスできます。ぜひご覧ください。

▽問合＝新しい学校づくり課学校整備係
☎3579‐2632

　学校施設の改築・改修を行う際に、誰もが使いやすく、快適に過
ごすことができるよう、バリアフリー・ユニバーサルデザインに配
慮した学校施設の整備を積極的に進めています。

　オープンスペースとは、学級単位の授業や活動を超え、多様な用
途に活用できる空間のことです。授業の中でグループワークや発
表、個人ワークを行う場所として活用できる他、休み時間中の児童
の遊び場として、子どもたちの居場所の選択肢を広げることにつな
がります。

　授業を「教科教室」という各教科の専用の教室で実施し、各教科の
教材や展示物を設置できる「教科メディアスペース」というエリアを
設ける学校運営方式を「教科センター方式」といいます。教科教室に
は、「ホームベース」という生徒各自のロッカーが設置された部屋が
隣接して設けられています。
　教科センター方式の学校運営により、生徒の自主性や、時間を意
識する習慣が育まれるなどの効果が見込まれます。

　「魅力ある学校施設」の整備にあたって重要な要素の一つとして、
「学校と地域の連携」を掲げ、地域住民と児童・生徒が日常的に交流
しやすいよう配慮し、地域に開かれた教育環境の実現に努めていま
す。上板橋第二中学校に設置された「上二テラス」では、ボランティ
ア団体と学校が協働してフードパントリー活動などを行っていま
す。

　学校施設の改築・改修を行う際に、屋上緑化や太陽光発電を導入
するなど、環境負荷の低減につながる取組を行っています。
　また、改築を予定している上板橋第一中学校、志村小学校・志村
第四中学校小中一貫型学校は、断熱性に優れた建材や、効率の良い
空調設備を導入することなどにより、更なる省エネルギー化に取り
組む予定です。

　オープンな学校図書館とは、子どもたちが多く行き来するオープ
ンなスペースに本棚を設置している学校図書館のことです。学校図
書館が常に開かれた状態となっていることで、子どもたちが本に触
れる機会が増加し、本への興味や関心が深まるなどの効果が見込ま
れます。

　区では、学校施設の老朽化への対応として、区立小中学校を改築・改修し、より充実した学校生活を送るための施設整備を進めてい
ます。新しい学校施設をよく知っていただくため、近年改築・改修された学校や、今後改築・改修予定の学校の魅力を紹介します。

６　学校整備におけるユニバーサルデザイン

４　オープンスペースの活用（小学校）

２　教科センター方式の導入（中学校）

５　地域連携の充実につながる学校設備

３　環境に配慮した学校設備

１　オープンな学校図書館

新しい学校づくりを進めています！新しい学校づくりを進めています！

　上板橋第二中学校　学校図書館

　上板橋第二中学校　ソーラーパネル・屋上緑化

上板橋第二中学校
バリアフリートイレ

　中台中学校　教室・ホームベース・教科メディアスペース

　板橋第十小学校　オープンスペース

志村第六小学校
車いす利用者も使いやすい水道設備

ホームベース（奥）

教科メディアスペース

授業中の様子（６年生）

フードパントリー活動

教科教室（手前）

休み時間の様子（１年生）

上二テラス


